






 

妊娠時の糖代謝の重要な特徴の 1 つとして,インスリンに対する組織の抵抗性増大があげ

られる。このインスリン抵抗性の増大は,妊娠時にしばしば認められる糖代謝異常と深い関

係があると考えられる。例えば,妊娠糖尿病の発症や糖尿病合併妊婦における糖忍容力の低

下などは,インスリン抵抗性の増大がその原因の 1つであると考えられている。しかし,妊

娠時にインスリン抵抗性が増大する機序に関しては,不明な点が多い。 

 近年,インスリンの作用機構に関する研究が進歩し,インスリン抵抗性を示す種々の病態

がインスリン受容体あるいはインスリン作用の面より解析されつつある。妊娠時のインス

リン抵抗性に関しても,この方面よりの検討がなされつつあるが,その成績は必ずしも一致

していない。 

 本研究では,この妊娠時のインスリン抵抗性増夫の機序を,ラットの単離脂肪細胞を用い

て,インスリン受容体およびインスリン作用面より明らかにしょうとした。 


